
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TACTiCS 財務 13 

～この一年間の主な機能追加内容～ 
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TACTiCS財務 13のバージョンアップ内容 

 

TACTiCS財務 13のバージョンアップ一覧 

日付 バージョン 機能追加 不具合修正 

2013/01/11 TACTiCS財務 13 Ver5.0.0 ○ ○ 

2013/02/01 TACTiCS財務 13 Ver5.0.1  ○ 

2013/04/08 TACTiCS財務 13 Ver5.0.2 ○ ○ 

2013/05/13 TACTiCS財務 13 Ver5.0.3  ○ 

2013/07/08 TACTiCS財務 13 Ver5.0.4  ○ 

2013/09/24 TACTiCS財務 13 Ver5.0.5 ○ ○ 

 

仕訳入力関連 

 

①仕訳のコピー機能を強化（Ver5.0.0 対応） 

入力済みの仕訳をコピーして仕訳を追加する「行コピー」の機能を強化しました。「行コピー」を実行

すると編集画面が表示され、日付・金額だけを変えてコピーするというような使い方ができるようにな

りました。また、前期・前々期の仕訳を画面表示させ、そこから当期の仕訳としてコピーすることもでき

まるようになりました。 

 

 

②仕訳入力画面に諸口残高を表示（Ver5.0.0 対応） 

入力中に諸口残高が確認できるよう、画面右下に諸口残高を表示されるようになりました。 
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③日報入力機能を追加（Ver5.0.2 対応） 

借方・貸方・摘要をあらかじめ登録しておき、日々の金額だけ一覧で入力することで仕訳が生成され

る日報入力メニューを追加しました。病院・クリニックの外来窓口や店舗のレジなどの処理に役立て

ることができます。 

 

 

④環境設定の入力設定に項目「カーソル位置に文字列を追加する」を追加（Ver5.0.2 対応） 

仕訳の摘要（取引先）欄に入力済みの状態で辞書を呼び出し選択すると、カーソル位置に文字列を

追加できるようになりました。 
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⑤環境設定の入力設定に項目「連想辞書の抽出条件初期値」を追加（Ver5.0.2 対応） 

連想摘要辞書（連想取引先辞書）の抽出条件初期値は「借方一致」ですが、「貸借一致」「借方一

致」「貸方一致」の切り替えができるようになりました。 

 

 

⑥入力設定に項目「取引先項目を入力しない」を追加（Ver5.0.5 対応） 

入力時に摘要下段の取引先欄を省略することができるようになりました。 

 

 

⑦補助科目を空欄のまま入力（Ver5.0.5 対応） 

補助科目を省略して入力を進めると、自動的にコード「9999」（又は 999）の補助科目が割り振られる

ようになりました。（9999又は 999の補助科目が登録されている必要があります。） 
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仕訳帳・元帳・試算表関連 

 

①同一日付内の仕訳の並べ替え機能を追加（Ver5.0.0 対応） 

入力順によって数字の流れがおかしい場合や、諸口仕訳の表示行が離れてしまう場合などに調整

することができるようになりました。

 

 

 

 

 

 

 

②仕訳帳から摘要辞書・取引先辞書を登録（Ver5.0.0 対応） 

辞書の登録が簡単になりました。従来は辞書へ一から登録をしなければなりませんでしたが、入力

済みの仕訳を使って摘要文と仕訳を簡単な操作で登録できます。また、前期・前々期の仕訳を使っ

て登録することもできます。 

 

③仕訳検索に「全て含まない」を追加（Ver5.0.0 対応） 

検索条件の仕訳検索で「貸借を個々に指定する」場合に「全て含まない」の選択肢を追加しました。

これにより借方・貸方に指定した科目を両方とも含まない仕訳を検索することができるようになりまし

た。 

 

④同一日付を印字しないよう仕様変更（Ver5.0.0 対応） 

【ファイル】－【環境設定】の印刷設定（帳票）タブで、「元帳で１日の最終取引行に残高を印刷する」

にチェックを付けると、前行と日付が同一の場合は空欄にするようになりました。 
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⑤仕訳帳・元帳の印刷物日付欄を「年/月/日」から「月/日」に変更（Ver5.0.0 対応） 

年は見出し行に印字されるようになりました。 

 

 

⑥環境設定の印刷設定に項目「1 仕訳 1 行で元帳を出力する」を追加（Ver5.0.2 対応） 

この項目にチェックを付けると、補助・部門を印字せず 1仕訳 1行で印刷されます。 

 

 

⑦環境設定の印刷設定に項目「元帳でインデックスの印を付けて出力する」を追加（Ver5.0.2対応） 

この項目にチェックを付けると、インデックスシール貼り付け用の印が印字されるようになりました。 
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⑧元帳最終ページに総計を印字するよう仕様変更（Ver5.0.2 対応） 

 

 

⑨仕訳帳・元帳の印刷設定に項目「ページ番号を印刷しない」を追加（Ver5.0.2 対応） 

 

⑩検索合計の機能を追加（Ver5.0.2 対応） 

仕訳帳・元帳の検索条件画面で「F7：検索合計」ボタンを押すと、指定した条件分の仕訳の合計額

を確認・印刷することができるようになり、入力の確認作業に役立てることができるようになりました。 

 

 

⑪合計転記の指定・保存機能を追加（Ver5.0.2 対応） 

【決算処理】－【一括印刷】で、科目ごとに帳票種類「元帳」「月計表」の指定ができるようになりました。

「選択状態を保存」ボタンを押せば設定が保存されます。 
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⑫試算表の右肩に事業年度・計算期間・金額単位を印字（Ver5.0.2 対応） 

 

 

⑬環境設定の印刷設定に項目「消費税コードを印刷する」を追加（Ver5.0.5 対応） 

仕訳帳・元帳への消費税コードの印字を選択できるようになりました。 

 

 

⑭環境設定の印刷設定に両面印刷に関連する項目を追加（Ver5.0.5 対応） 

仕訳帳・元帳の印刷設定項目に「両面印刷で最終ページが白紙で終わる時は罫線を印刷する」が

追加されました。 

 

 

⑮過去明細の印刷機能を追加（Ver5.0.5 対応） 

仕訳帳・元帳画面で「F7：過去明細」ボタンから前期・前々期の帳票を開いた場合に、印刷もできるよ

うになりました。 
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⑯試算表の印刷設定に項目「明細行幅」を追加（Ver5.0.5 対応） 

全科目試算表の場合に明細行幅を「広い/標準/狭い」の調整ができるようになりました。Ver5.0.4 ま

では「狭い」でした。

【Ver5.0.4 まで】 

 

 

 

【Ver5.0.5 からの「広い」の場合】 

 

 

その他 

 

①データにパスワードを設定する機能を追加（Ver5.0.0 対応） 

【初期設定】－【基本設定】でデータにパスワードを設定し、他のオペレータが見れないようにすること

ができるようになりました。設定後はデータ選択時にパスワードの入力を求められます。 

 

 

②Windows8 へ対応（Ver5.0.0 対応） 

TACTiCS財務 13からWindows8へ対応しました。Windows8/Pro/Enterpriseへの対応となり、タッチ

スクリーンを搭載したタブレット端末用のWindowsRTには対応していません。 
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③クライアントサーバー方式のデータ管理場所の切り替え機能を追加（Ver5.0.0 対応） 

従来のデータフォルダ内にサブフォルダを最大 99 個作ることができ、データリストを簡単に切り替え

られるようになりました。1フォルダにつき 2000データまで管理できます。 

 

 

 

④科目・補助・部門コードの使用桁数変更機能を追加（Ver5.0.5 対応） 

データ作成後は使用桁数の変更ができませんでしたが、Ver5.0.5 から桁数が増える場合のみ変更

可能となりました。 

 

⑤決算書に項目『「販売費及び一般管理費」内訳を組み入れる』を追加（Ver5.0.5 対応） 

チェックを付けて報告式決算書を印刷すると、損益計算書に販売費及び一般管理費の明細を

印刷することができるようになりました。 

 

⑥決算書に項目「手形を相殺する」を追加（Ver5.0.5 対応） 

チェックを付けて決算書を印刷すると、受取手形と割引手形・裏書手形の金額が相殺されるようにな

りました。 
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⑦株主資本等変動計算書に変動事由リストを追加（Ver5.0.5 対応） 

変動事由を追加する場合にリストから選択して変動事由名称を設定することができるようになりました。

 

 

⑧個別注記表に 3 種類のテンプレートを用意（Ver5.0.5 対応） 

テンプレートとして「中小会計要領」「中小会計指針」「会社計算規則」を用意しました。 

 

 

⑨弥生会計データのコンバータを用意 

弥生会計データを TACTiCS 財務データに変換するコンバートプログラムができました。【情報ペー

ジ】－【ユーザー専用ページ】の「ツールのダウンロード」でダウンロードできます。 
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Memo 


